
～お子様が生後５ヶ月を迎える保護者の方へ～ 
 

 
 
 
 
 

○対象年齢：１歳のお誕生日前日まで 

(※標準的には生後５～８ヶ月の接種が望ましい) 
 

○接種回数：１回 

 

○接種費用：全額公費負担（無料） 
 

○接種場所：下記の市内指定医療機関 、または  

BCG予防接種を行っている本島内の医師会会員医療機関 
(※接種前に予約を行い、必ず親子（母子）健康手帳を持参して下さい。) 

 
 

■ＢＣＧ(結核)予防接種 接種スケジュール 
 

 
                                                  

 

 

接種できる期間が短いため、

早めの接種をお勧めします！ 

 

 



 

 

 
 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 
厚生労働省「2020年 結核登録者情報調査年報集計結果について」より作成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結核は、結核にかかった人のせきやくしゃみに含まれる結核菌を吸い込むことで感染（空気感染） 

しますが、全ての人が発病するわけではありません。体の免疫力が低下すると体内の結核菌の 

活動が活発となり、発病します。 発病すると体内の様々なところで炎症を起こしますが、中でも

肺結核が最も多く、結核患者全体の約 80％を占めています。 

特に免疫力が未熟な１歳未満の乳幼児が発病した場合は、粟粒結核や結核性髄膜炎等、重症

化しやすい病気です。かつては日本人の死因第１位だった結核ですが、現在は化学療法によりほと

んどの結核は治療可能となりました。しかし、それでも６ヶ月以上の長期治療が必要となります。 

また、患者数も昔に比べると減少していますが、2020 年の新規患者数 12,739人、死亡者数

1,909 人の重大な感染症です。そのため「結核は過去の病気」と考えず、しっかり予防する必要

があります。＜2020 年中の沖縄県における新規患者数 186 人＞ 
 

結核ってどんな病気？ 

 

BCGワクチンは、適切に接種することで結核の発病を大きく抑えます。粟粒結核や結核性髄膜炎等

の重症になりやすい乳幼児期の結核の予防には特に有効といわれています。また、その予防効果

は接種後 10～15 年程度持続するといわれています。そのため、生後１歳までに接種すること

が勧められています。 

BCG ワクチンについて 

 

主な副反応として、接種後 10 日～4週以内に接種部位が赤くなり(発赤)、その後は硬結(硬く

なる)→腫脹(はれ)→痂皮(かさぶた)ができます。接種後に見られる正常な副反応ですので、接種

後１～3 ヶ月程度で自然と治ります。接種部位を清潔に保つことを心がけましょう。 
まれに接種部位が化膿して自然に破れて膿が出ることがありますが、こちらも通常は放置して様子を見

てかまいません。３ヶ月以上経過しても治らない場合は、早めに医師の診療を受けましょう。 

また、まれに接種した腕の腋下のリンパ節が腫れることがあります。(発生頻度 0.7%程度) 

 

 

接種後の注意・副反応 
 

 

結核に感染している疑いのある人が BCG 接種をした場合、通常より早い時期(接種後 1～10日

以内)に接種部位の発赤・腫脹及び化膿等の副反応が強く現れます。これを「コッホ現象」と

いいます。 
コッホ現象と思われる反応が起こった場合は、早めに接種した医療機関 又は 浦添市健康づくり課 

予防係までご相談ください。 

 

 

コッホ現象について 

お問い合わせ先  

浦添市保健相談センター(健康づくり課 予防係) ☎０９８－８７５－２１００ 


